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～クラゲたちの
不思議な生きざま～

「中・深層に舞う美」

地球の表面の70%は海、その容積の95%以上を占める中・深層域は、地球上で最
も大きな生物の生息地です。深海調査や撮影技術の発達により、未知の世界の住人
たち、美しいクラゲや珍しい生き物の生態もようやく明らかになりつつあります。

深海には二つの生態系があります。

ひとつは太陽に直接、間接的に依存す

る生態系。もうひとつは、太陽の光で

はなく地球内から湧き出てくる硫化水

素などを使い、化学合成で有機物を作

り出す生態系です。光合成を行うこと

ができるのは表層0～200ｍくらいの

深さですが、中・深層というのは深度

200ｍから海底より50mほど上の間

の領域のことを言います。私は、その

海域の生物の研究を行っています。今

回は、そんな生き物たちの生態を、貴

重な映像も交えてご紹介しましょう。

●美しい映像が新種記載の鍵に
現在、私たちは深海の生物もハイビ

ジョン映像で見ることができます。

NHKと共同開発した高解像度のカメラ

は弱い光でも美しい映像を撮ることが

できます。「ハイパードルフィン」とい

う無人探査機に搭載されています。ひ

と昔前の映像では、画像が粗く学名や

種類までは判別できませんでした。し

かし、このカメラのおかげで、今は映

像から生物の種類まで判別できるよう

になってきたのです。

2002年3月9日、伊豆諸島の八丈島

の南、水深約800mの海域で、日本近

海で初めて生きたコウモリダコが捕獲

された時の映像です（写真A）。体長は

10cm、イカとタコがまだ分かれる前

の生物、魚だったらシーラカンスにあ

たる生きた化石です。水中掃除機のよ

うな装置で吸い取ったコウモリダコは、

特殊な水槽で観察もしました。 危険を

感じると足の間にある膜で体を包み、

防御のポーズをとります。フィラメント

という長いオレンジ色の糸のようなも

ので、餌を感じて捕まえます。

写真Bは1997年、「しんかい6500」

で撮った新種のゴカイです。前のもの

と全然画質が違いますね。当時は採集

もできなかったので、新種の生物を発

見しても種類や特徴などは詳しくわか

りませんでした。写真Cは1998年、

インド洋で見つかった深海の巨大イカ

です。体長は7mもあります。100年

以上前から深海でネットを曳いたりし

ているのに、こんな巨大な生物が一匹

も捕れてなかったんですね。インド洋

の別の潜航では、体長2mのチョウダ

コの仲間も撮影されました。このタコ

は耳のようなヒレを使って泳ぐのが特

徴です。普通のタコは目玉の間に突き

出たロートから水を吐き出して泳ぎま

すが、深海は餌が少ないのでエネルギ

ーを使わない泳ぎ方をするんですね。

腕と腕の間の膜をネットのように使っ

て小さい生物を捉え、餌が少ない環境

にも適応していました。

映像技術の進歩は、特にクラゲの研

究にとっては朗報です。クラゲは体の

95%以上が水。カニや貝は死んでも殻

が残るし、ゴカイや魚もホルマリンに

漬ければ標本になります。しかし、数

多くのクラゲ、特にクシクラゲの仲間

はホルマリンに入れたら崩れてしまっ

て何も残らないので標本も作れません。
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そのため、新種記載は普通は標本をも

とにしますが、深海のクラゲ研究では

画像も非常に重要です。現場で詳細な

行動を撮り、水槽であらゆる映像を記

録して基礎データとします。

●知識の幅を広げる
“探検的研究”
一般的に研究ではプロジェクト型研

究といって「5年後にこういう結果を

出します」といった研究でないとなか

なか予算がつきません。しかし、結果

が見えないある種“探検的”な研究も

実は大事です。知識を深めるためにプ

ロジェクト型研究は重要ですが、私た

ちが知らない知識もまだたくさんある。

そのためには知識の幅を増やす必要が

あります。

こういうことがありました。北海道

の深海でクラゲの大群が見つかったん

です。キタミズクラゲというミズクラ

ゲの仲間で、今までは表層にいる種類

だと思われていました。それが深海に

群をなし、しかも、海底のヒトデや魚

の餌にもなっていました。鹿児島湾の

深海底では、化学合成を行うハオリム

シのコロニーでミズクラゲのポリプが

発見されました。ひとつのポリプから

クラゲの子供が10数匹も生まれます。

それがハオリムシの管にびっしりと入

っていました。初めから深海でミズク

ラゲのポリプを探すという提案をした

ら笑われたでしょうが、これも潜って

みてわかったことです。クラゲの大発

生は、漁の妨げになったり、発電所の

採水口を詰まらせたりします。そのた

め、発電所などでもクラゲの調査は行

っていましたが、深海の調査はしてい

ませんでした。まさか、ミズクラゲが

深海で増えることもあるとは思わなか

ったからです。そういう予想もしなか

った事実が徐々にわかりつつあります。

中・深層域の研究は知らないことばか

りで、まだまだ知識の幅を広くしてい

く研究が大切です。

●中・深層はクラゲの海
深海の調査は100年以上前から行わ

れています。プランクトンネットなど

を使っていました。でも、この方法で

は生き物がどのくらいの深さで採れた

のかわからない。そこで、50年くらい

前に複数の層をサンプリングできる開

閉式のネットが開発され、生物を採取

した大体の深度が特定できるようにな

りました。その後、有人潜水船を使っ

て、人間が直接深海に行って調査を行

うこともできるようになり、無人探査

機で映像記録を撮れるようにもなりま

した。ここに面白いデータがあります。

網目2ｍｍのプランクトンネットの調

査で中・深層にどういう生物がいたか

というデータです。5割くらいは魚、4

割はエビ。クラゲはほとんどいません。
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これを見ると誰もが中・深層域はエビ

と魚の世界だと思ってしまう。でも、

実際に「しんかい2000」で潜ってみ

たら、クラゲしか目につかないんです

ね。実は、プランクトンネットではゼ

ラチン質のクラゲは崩れてうまく捕れ

ないんです。「これはイカン、クラゲを

研究しなくちゃ」と思いました。初め

てクラゲの重要性に気づいたんです。

しかし、潜水船で潜っても、目に入

るクラゲは新種ばかりでよくわからな

い。このままでは研究が進まないので、

採集器を開発しました。コウモリダコ

を吸い採ったスラープガンです。ヘビ

のように長いクダクラゲも、スラープ

ガンならうどんを食べるみたいに、す

写真A ハイビジョンで捉えたコウモリダコ
写真C '98年に見つかった巨大イカ。脚の長さ
を入れると7ｍもある 旧採集器。ケースにフタをつけただけの簡単なもの

水中掃除機のようなスラープガン（右）とゲー
トサンプラー（左）
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今回は海の生き物のガイドブックをご

紹介しよう。イソギンチャク、ウミウシ

など生き物別のガイドをすでに14冊も

出しているネイチャーガイドブックシリ

ーズだ。クラゲやヒトデ編では潜水船で

捉えた深海の写真も紹介している。最新

刊は沖縄・久米島のエビ・カニを約240

種収録したもの。分類や学名なども押さ

えつつ、美しい生態写真と雑学としても

楽しいコラムが満載。8月末にはナマコ

のガイドも出る予定だ。

『海辺の生きものガイドブック』はこ

の中では珍しく子ども向けの一冊。切り

抜き写真を多用し、身近な海の生き物の

造形や色で子どもの好奇心を誘う。ヤド

カリの“家”、親子で姿が変わる魚など

のユニークなコラムや、素朴な疑問に答

える「Q&A」はお父さんも必見だ。

夏は海と仲良くできる季節。ガイドブ

ックを手に海に繰り出すもよし、潜れな

い人もせめてページをめくって海の世界

を味わって欲しい。
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るっと吸って体全体を採集できます。

さらに大型でぜい弱なクラゲが採集で

きるゲートサンプラーも開発しました。

水を破流させてクラゲが壁にぶつから

ないようにした特別な水槽で、少しず

つ深海のクラゲが飼育できるようにな

りました。深海の生物は非常に弱くて、

深海では水圧も高くてカビや細菌もあ

まり増えないんですが、表層に持って

くるとバクテリアが増えてすぐ死んで

しまいます。センターでは水圧をかけた

状態で飼育できる装置も開発中です。標

本なしで研究を進めるための方法論も開

発しました。種類が特定できないなら属

のレベルで、それも無理なら科のレベル

でとにかくデータベースに入れる。それ

を蓄積していくことで、少しずつ深海生

物の生態に迫ることができました。だい

たいの分布がわかったら、水温や深さと

いった海域の環境と関連づけて、種類に

よって好む環境もわかるようになりまし

た。この手法の開発は話題となってプラ

ンクトン学会で賞まで取りました。

●海の熱帯雨林、中・深層域
ここで、なぜ中・深層の研究が大切な

のか、お話ししておきます。まず、冒頭

でも申し上げた、地球上最大の生物の生

息域であるということ。それから、マリ

ンスノーなどの表層起源の物質を直接食

べる深海生物が、地球の温室効果過程の

解明に関わっているということです。植

物プランクトンは温室効果の原因となる

二酸化炭素を吸収し、それがマリンスノ

ーとして、あるいは深海生物の餌となっ

て、深海にどんどん運ばれます。また、

夜の海の表層には深海からたくさんのイ

カがあがってきますが、中・深層の生物

にはこのように夜と昼とで表層と深層を

行き来する鉛直移動を行うものもいま

す。しかし、中・深層の生物の5割以上

を占めるクラゲが、昼夜の鉛直移動をや

っているかどうかは、誰も調べていませ

ん。そこで、センターでは夜間潜航での

観察も始めています。じっとして餌が来

るのを待っていると思われていたユウレ

イイカが、夜に活発に餌を探していたり、

表層を泳ぐサルバを海底近くでクラゲが

食べているのも観察できました。温室効

果の物質循環には、こうした中・深層の

捕食関係も大きく関わってくるのです。

それからもうひとつ、例えばどこか一

ヶ所を調査すると中・深層は生物の多様

性が非常に高い。これは熱帯雨林なみで

す。熱帯雨林では、一種類の木に葉っぱ

を食べる虫、樹液を食べる虫、根っこに

つく虫、というように何種類もの虫がつ

いていて、そこでも多様性が生まれます。

実は、深海ではクラゲが熱帯雨林の木の

役割をしているのではないかと思われて

います。カッパクラゲは笠

の表面にクラゲノミという

エビをつけています。卵を

クラゲに産み付けて、クラ

ゲを食べながら大きくなり

ます。リンゴクラゲでは触

手のような口腕の中にクラ

ゲノミがいます。クダクラ

ゲの仲間のヒノマルクラゲ

の50%にはウミグモがつ

いていることもわかっています。ウミグ

モは変な生物で、足の中に胃袋を持って

います。深海という不思議な環境には、

それに適応した珍しい生き物が多いのも

特徴です。

これまでの研究から、昼間の深度300

～500ｍの海底付近は、中・深層の中

でも、特に複雑で、多様性の高いエリ

アだと予想されています。中層の生物

と海底の生物、近底層の生物が混在し

ているからです。500mの海底で表層

のサルバをクラゲが食べ、それを海底

に住むクモヒトデが狙っている。そう

いう状態がすでに観察されています。

夜間、表層に餌を食べに来ている中・

深層の生物は昼になるとまた中・深層

に戻るんですが、海底が浅いと海底に

ぶつかって、海底のヒトデやカニに食

べられてしまうようです。こういった

ことは、物質循環の観点だけでなく、

生物の多様性という点でも非常に面白

いことです。まだまだ調査していない

部分も多いので、今後も引き続き研究

を進めていきたいと思っています。

『エビ・カニガイドブック2～沖縄・久米島の海から～』川本剛志・奥野淳兒／共著 阪急コミュニケーションズ（*旧 TBSブリタニカ）刊　2,400円（本体価格）

6月2日、ワシントンＤ.Ｃ.において「コン

ピュータワールド表彰プログラム」主催の

「21世紀の偉業賞」授賞式が開催された。

地球シミュレータセンターは、「環境・エネ

ルギーおよび農業」部門において「21世

紀の偉業賞」を受賞した。

「コンピュータワールド表彰プログラ

ム」は、ITによって社会的に大きく貢献し

た組織の業績を表彰することを目的に設

立され、ビル・ゲイツ氏をはじめとする有

力IT企業の経営者ら100人によって選定

委員会が構成されている。「21世紀の偉

業賞」は、地球シミュレータセンターが受

賞した「環境・エネルギーおよび農業」部

門をはじめ、ビジネス・教育・医療など10

部門で構成され、部門ごとに5機関がノミ

ネート、そのなかで最も評価の高いもの

が各部門の「21世紀の偉業賞」に輝く。

Report 

「地球シミュレータセンター」が
「21世紀の偉業賞」

を受賞

授賞式でトロフィーを受ける

佐藤哲也地球シミュレータセンター長

笠の部分にクラゲノミをつけたカッパクラゲ
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海底に沈んだクラゲに魚やクモヒトデが群がっている

ヨコエビを乗せたオワンクラゲ
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